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乳歯列J切に正常岐合である小児の

叢生発現の過程に関する縦断研究
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要旨 R1'u列聞に正常岐合であり，カつm列弓に生理的空隙がEめられた小児を，氷久的列になった段階で
Z生であったもの(畏牛鉾}と震生?なかったもの(現叢牛醇)の2鮮に分mtた。二つの需の成長発J輩lこ
伴う的列弓の変化の迎いについて 的列研究/Il ti.Ht~ を JIIいて縦断的に比絞検討を行っ た。

結果は以下の通りである。
B 乳m列則i二正常校合でありかつ的列弓に生理的主隙を包めた小児のヮら， 43.8%の者が永久凶刊になっ
た段階で業生であった。
2. 11生群は非沼生群に比べて.lWI列の空隊の出現する部位が少ない傾向が認められた。
3 的冠近逮4レ!i筏".乳白 木久tIlとも波!t俳のブIj 1'J r~~~宅生酢よりも大きい傾向にあった。 また.水久切
仰のw冠近速七飯径の合計とR切凶の尚冠近遠心幅径の合計の君事も，上下顎ともに殺生鮮の方が非寮生群
よりも大さい傾向仁あった@

，.上下口氏ともに..lt!t酔は非11:!t昨よりも 犬OWI]~il径の各年齢における値j; よぴ4 践から 12 践までの

m加瓜が小さい傾向にあった。
5 的炉l弓Il径の平均値およびZE化監は 両S手間でf警はみられなかった。また，阿鮮ともに的列弓長f去のm
加Eは犬mrJ]tl.1径のそれより小さかった。
6. il~合的列聞に11生である白列は 水久的列になっても終生であるものが多かった。
tljより 11生の発現に問しては，乳m列のま隙世に加えて m冠近迫.，幅径.tD列弓開径の大きさおよ
びl('11;n位 協合曲炉IJro]に11生であるかどヲかについて沼目すべきであることが示唆された.

Key 、刊，，"乳(jJ炉lの'"限 足当 m夕刊岐合絞断研究

緒言

小児曲f干臨ぽにおいて ~t由刊の~!酷から永久山刊に

なった時町状思を子測する場合I1i1'い。問えば，水久的

刊の品生発現を予測する場合lム乳由刊の生理的空間を

ーつの重要なE主査四回とする ，しかし， 古うまでもな
く 乳由刊問の由刊の状在のf!.~.干さは，必ず L も永久的

刊の正常旺合を保証するιのではな弘、そのため.成1<
先遣に11ヲ凶列や攻台状態の推陪について正Lく理解し
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た上で，小児期からの定朋継続的な観察や庇合話if1，を行

う必要がある。

また，成民発i主に伴う曲刊の変化町線相を解明するた

めには，定lVJ的に曲科を丑官会Lておらず，かつ的炉lや院

合のialY.経験がなし叶、児を対象として，縦断的な調査研
究を行うことが望ましい。

そこで 著者らは，乳曲刊則に正常佐合かっ生想的空

間の存在する曲刊の能生町琵現に閉する過程について縦

断研究を仔った。きりに，調査結果より， 車生発現に閲

Lて臨床上部目すべき占についても般討を行った。

資料および研究方法

1.宜料

'1.'i1-れま 1987 !Jから 1995年までの9年間にわたり，

広品M;!.~町において，毎年同じ時lUJに行われた曲科総監

の目、に t~以 Lた 16 名(リBl! 9 品，女児 7 l';)円前列研

究川悦型である。これ勺は 乳曲列則に正常目立合であ
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り，世会空間。をIZめ，定期的な歯科畳診および歯刑や唆

合の治療桂駐のない小児のものである。祖国の資料罪取

自の年官舎は4歳，間査終了自の年齢は 12歳， Hellmann 

の街齢ではUA朗からIVA期に棺当する。 12i畿の時点
では，すべての資科が永久館刊であった。印象揮得には

アルジネート印象材，槙型製作には歯科用硬石膏，腔合

鍵得にはバイトワックスを用いた.なお，資科採取は本

人および保瞳者の承時を1~て行った.

本研究において，乳歯刑の正常腔合は。日本小児歯科

学会の報告円こ準じて以下のように定義した.

1 )踊蝕や器成不全などの実質欠損や飽冠蹴題提をした歯

を有さない。 ι 

2)歯冠器車などの鴇常がない.

31岐耗が著しくなく..牙置が露出していない.

4)歯の位置異常がな<，障転は 15度以内である.

5 )正中線の恒位が lmm以内である。

6)前歯郷。臼歯部に上下顎歯刊の史文がない。

7 )オーバーバイトが下田乳中切歯切端から樹冠授の

213までである。

8 )オーパージェ γトが切端から 3mm以内である.

9)歯列弓軍曹が半同時，機円器でほぼ左右対称であ

る.

10)切端喧合を吉む

11)小帝など軟組躍に!'4常がない。

2. 11生ならびに乳歯刊の空隊の有無についての判宜基

準

緩生は「監由にわたり唇(掴)側，舌側に舷位して隣

在曲との接触関係に乱れが生じている状車Jと定義し
'ー~。
乳歯到の空間の有無については，歯聞に O.5mmのコ

ンタクトゲージが1.入可能なものを『空間ありjと判定
した。

3.資料町分類

調査終丁目(12歳時)における歯列研究用機型にお

いて(全ての資料が永久幽則).聾生を包めtものを被

生幹 [9名 (56.3%)].差是生を臨めなかったもめを非緩

生群 [9名 (43.8%11として， 21字に分類した。

年齢別の分類は且児の暦齢により行った.

4.織肘項目

1 )乳歯到の空隊の岳現額置

初回 (4歳時)に揮取した歯同研究周慎型について。

霊長空間と尭宵空隙の尭現醐度に関する調査を行った。

空聞の有無の判定は，1 tli所でもあれば「空隊ありJ，
全くない場合を「空隙なし」と判定した。

2)由冠近遠心帽桂

個々の曲の曲冠近速化、幅桂をIt測し，両群聞での比較
検酎を行った。

また，永久切飽の歯置近遣也、幅桂町合計と乳切曲の歯

冠近遠心幅笹の合計の量を算出し，両群聞での比較検討

を行った。

3 )犬歯間幅笹の経年的聖化および増加量

両儒乳犬歯または犬歯の尖顕間距離(以下犬歯聞編笹

と記す)の経年的な推移およびltI加量について間査し

た。

4)歯列弓畏笹の桂年的霊化

乳歯列期の責料は日制、児歯科学会剖の，混合歯切l剣

以降の資料は大坪ら"の方佳に準じ.以下のように箇同

弓畏笹を定義し，計測を行った.

乳歯列期両側乳中切歯の唇面を連ねた線の中央か

ら，両側第二乳臼歯遣心端聞を結んだ線に降ろした垂線

の距雛.

置合歯切l期以降 両側第 l大臼歯近心隣接面を結ぶ線

から，左右中切歯唇面接線に至る距離。

51畢生の量現する時期に関する検酎

祖障により，窓生の尭現する時期について Hellmann

の歯齢別に鴇査を行った.

なお，飽冠近遠心幅在，歯列弓幅笹，歯列弓畏桂の計

測には，電子デジタルノギスを用いた。計測の正確性を

期するため，ー資料につき異なる3人の者により目を置

えて計測を行った.計測結果の統計学的検肘は Sm

dent's /-testにより行った。

結.果

E 乳街刊の空障の量現帽置

表1に乳歯切lの空障の岳現頻度について示す。量生群

については，量畏空障と尭宵空慨が両方包められたもの

がよ顎は 85.7%，下顎は 42.9%であった。一方，非量

生群tこついては，霊長空隙と尭育空障が両方臨められた

ものは，上顎は 1凹0%，下唖は 88.9%であった。つま

り，叢生群の方が非議生群に比べて空間の出現が少ない

褒 1 乳歯刊の空際

上 顎 下 顎

11生野非11生群疲生群非11生"

霊長空陳+発育空隙 85.7(6) 1凹則的 42.9(3) 88.9(8) 
霊長空隙のみ 14.)(1) 0.0(0) 42.9(3) 11.1 (1) 
発育空隙のみ 0.0(0) 0.0(0) 14.3 (1) 0.0(0) 

単位%.( 1内人数

tosho-seibi-repo
長方形
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犬m附悩径要4乳mと水久仰の切mのm冠近iU組径の合計値のm表3

1負下r;tl 」ニ非11生野 (N=9)1<生群 (N=7)
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上下田ともに， 草生醇 li ，~車生群に比べて犬曲問姐佳

が小さい値を示す師向が認められた。

また.1<4より4程時と 12曜時の犬tIl問岨径の仙の
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mm.下顎Iま毘生鮮 3.23mm. ~I'控生砕 4.70mmであっ

たaすなわち.上下切ともに， 量生酢は非誕生昨よ りも

4世から口斑までの犬由開価珪の憎加置が少ない傾向

iJ'認められた。
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示すa
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傾向が包められた。

2.由冠近温心幅桂

現 2に白百近迫.L印庄の位を示す。

全ての曲睦の乳的について，民生E干の方が非量生群よ

りも山冠近迫じ阿世が大きい間向が認められた。また，

上;J1で11..!it中切m.n犬由，出二乳自由について.下
顎では.乳回切出乳犬m.荊二乳自由について，統計
学的訂.l!.liが認められた (p<O.05)o
水久mについては.抗計ザ令的ずil!.韮がItめられたの
は，上下;uとbに問。J曲だけであったゆく0.05)。しか

L 礼的同級 誕生鮮の方が非員生群よ りも大きいwを
示す師向がみられた，

1<.3に功、久I)JWの白E近迫 1:"~r.J径の合計と乳切白の由

冠近ig む ~;;:佳町合計の韮を示す. この項目についても ，

Z生昨の-;jが非草生鮮よりむ大きい也を示す傾向が認め
られた=

3 犬白間福邑の程'"的豆化およひ泡加盟

J<4 :こ礼J、由または犬i;H:lH~佳の年品別の也を， 図 l

lニ.'íl犬mまたは :U;lI;IJ ~J庄の程年的な住日(}(-1をグラ

フItしたもの}を示す=
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褒 5 犬rHr.!J'~怪の増加量 喪 6 曲折IP':H!佳

上 ;11 下 顎 上 iA 下 顎

轟生醇(N:"7) f;.1/.生n(N=9)量生昨(N=7)茸量生lHN:9) 毘生酢(N=7)非量生醇(S=9)畳生昨(N=7)非産生昨刷=9)

Mean S.O. Mean S.O. Mean S.O. Mean S.O M拍 n S.O. Mean S.O. Mean S.O. M目 白 S.O. 

4-'躍 0.14 0.35 0.47 臥J2 0.14 0.07 0.41 0.42 4埠 28.46 0.73 28田自国 25.05 1.30 25.17 1.29 

5・6縫 0.10 0.60 0.67 0.77 1.27 0.82 1.51 0.7-。 5膿 28.54 0周 27.47 1.05 26.06 1.10 25.15 0.93 
6-7成1.01 0." 1.78 目。，1.52 0.77 

E‘" 0.80 凸成 28.02 1.18 27.13 O.帥 25.65 1.57 25.20 1.却

7・8~'t 0.23 1.29 1.13 。‘JS 0.79 1肺 0.36 0.75 7斑 29.38 1.41 28.17 1.32 25.73 2岬 25.49 1.51 

8・9~'t 0.68 0.53 0.52 0.71 ・0ιt 0.44 0.29 0.67 H歳 羽田1.74 28.77 l.51 25.11 J.岳o 25.41 1.62 
ト10成 1.11 2.30 。‘" 1.58 ・1.32 0.22 0.55 1.22 型車 28.82 3.34 29.74 1.12 25.47 1.98 25.49 l.55 

I O- I I ~ 1.14 1.16 1.35 1.86 1.47 2.85 0.27 0.65 10遊 29.37 3.17 29.45 1.27 25.23 1.88 25.21 1.85 

IHHt 0.37 1.12 0.15 0.37 ・O.削 0.38 -0.40 0.53 "斑 29.26 2.94 28.87 1.49 25.10 1.95 24.93 1.剖
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， 

Eめなかったが，設生君事は非量生哲学よりも幽列弓幅桂の
lI!加量が少ない傾向が毘められた。

年齢別にみると!商群聞に統計的有意葺は臨められな

かったが。上顎については，両群ともに 6-7畿の噌加

量が最も大きい傾向が包められた.下顎についても'商

群ともに 6-7歳のt欄句加量が最も大きい傾向が毘められ
可.
'"0 

4. I歯切l弓畳程的経年的量化
表6に歯列弓長笹の植を示す.

箇刑弓畏笹については，上下顎ともに両群附に統計的

有意差は臨められなかった。また， 4倉時と 12歳時の

由則弓長桂の姐の蓋は，両群ともに犬歯問輔世のそれよ

jJ {，小きかったo -'¥ 

5.書生の量現する時期に関する繊肘

図 3に置生の岳現する時期について示す.

詰生群については， rr A期にすでに聾生に移行した
むのが 1名(14.3%)みられた.その桂徐々に畢生の割

合がt甘え，IDB期には全ての盆倒が叢生に移行した。 一

方，非量生群については，rr cとIDA期に l名(11.1
%)， mB聞に2名 (2).2%)疲生となったが，氷久歯

刊になった段階では全ての定例が銀生でな〈なった。

考察

1 乳歯列の空陣について

乳歯刊の葺隙の量と永久歯列の排卵l状思との間違を鯛
ベた研究には，鍵世nによる詳細な報告がある。それに

よると，永久前歯の排列について，乳歯列の空闘がよ朝

は6mm且上かっ下覇は 4.5mm tJ.上あるものについて

は，ほとんどが良肝となったが!上顎の空間剖3-6

mm，下顎の空聞が2.0mm  -4.5 mmのものは li3が不

良，上輔の空融3mm以下，下輔の空隙2mm以下のも

のは213カ司ミ良となったと綴告している.この研究の間

査対象の平均年齢は3歳4か月、Hか月である.ま

た，杉浦の研究"では，乳歯列の空際は，上下顎ともに

控生となった也のの方が正常箇刑よりも統針的に有意に

小さい値を示していた.さらに本研究でも盤生酵の方

が非軍生鮮に比ぺて乳歯列の空隙が出現する割合が多い

傾向をEめた。
以上のことから，永久歯列になった段階で畢生がない

由刊となるためには，乳歯到の前期に空聞が出現してい

るだけでなく，十分な空隙量が必聾であることが示唖さ

れた。

2 由冠近遭心幅笹

本研究では，乳歯，永丸歯ともに，章生群は非量生群

に比べて歯冠近量化、幅桂が大きい傾向にあった。このζ

とは，由冠近遺ιし、幅笹が大きい症倒は，たとえ乳歯列期

に正常畦合で宝田が存症したとしても，要更生尭現につい

て慎重に見守る必要があり，永久歯到になるまでに側方

拡大などの攻合詰噂が必要となる場合があることを意味

すると思われる。

3.犬歯問幅在の睦年的茸化および地加量

犬歯問幅置について。本研究と類似した年齢を対象と

したものには，海原の報告“がある。それによると， rr 
A (平均年齢男子4盟 1か月，女子4歳 iか月)とE

c (平均年齢男子がII歳9か月，女子 II車9か月)
の犬歯間幅径の値の蓋は，上顎は男子5.49mm，女子7.29

mm，下顎は男子4.11mm，女子4.96mmである。ま

た，大坪ら"の研究では， 6厳から 12置までの金増加量

は上顎が5.07mm，下顎が3.17mmであった。

鯛って本研究の寮生群の値は!上下顎ともに梅原ωや

大坪ら"の研究よりも小さい憧を示Lた.

このことから，永久歯刊で筆生である者の犬歯問幅謹

のJW加量li，緩生でない飽歩lと比較して小さい傾向があ

ることが示俊された.

犬歯周帽在的相加が大きい時期について大鰐r::，"は6

aから 8畿としている.また，望月ηま，犬由問tE世"
永久歯萌出期が最も著明な栂加が盟められると述ぺてい

る。さらに，海原ωの報告では。 rrc (平均年齢一男子
6.3歳。女子6.3置)から田A(平均年齢男子8.3高度，

女子7.4歳)となっている.

以上のことを髭合して考えると，犬衡問帽桂が最も増

加する時期は，上下聞ともに水久切歯の務出期であるこ

とが示唆された.さらにこのことは，側切曲が萌出完了

した時点で量生であっだ湯合，そのf棄の歯刊弓幅笹の広

がる量が少ないため， ll生が解消きれない場合があるこ
とを意味すると思われる。

4，歯切l弓畏亜の軽年的置1<
本研究の緒梨では!歯列弓畏桂の値については，両静

聞に差がみられなかった.

また， 4般から 12盟までの歯切l弓畏桂の期加量は，

両群とも犬歯問幅桂のそれよりも小さかった。これは過

去の報告.1..."とも一致するものであった.

以上より，歯刑弓畏置は犬歯問幅程より震生の尭現に

与える酔曹が小さいと考えられる.

5 窓生の尭現する時聞について

本研究では。畳生群については， IDB閉までに全員が

畳生に移行した。非叢生鮮では，世合樹刑期にー度叢生

となった者が2名いたが，水久歯JlJになった段階では，

全員量生でな〈なった.この遣いについては，ll生酵の
ほうが非畢生鮮よりも曲冠近遠心幅桂が大きいにもかか

定
均
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わらず，犬ilJ問幅在のm加量が少ないことに起因するも
のと考えられる@

また，控生鮮において，乳曲刊の時にすでに 1名控生

になった者がいたが，その原因については不明である。

車生の尭現に閉して 罰佐世~"の報告は，ゴl 酎とと

もに増加することを示Lている。また，RfRら.、の報告

では，聾生の割合li，5成時では男子0.75%，女子 3.74

%. 12 IJ長時では，出子 15.85%，女子 15.48%となって

いる。本研究の結果もこれらの研究と一致している。

以上より，たとえ乳由列月lのときに正常位合でかつ生

理的圭隙が存在したとしても。出合的刊IPIに車生になっ
たら，その佐も控生である可能性が高いことが示唆され
ずー」。

結論

乳trH.lj期に正官位合であり，かっtMIJ弓に空間が認め
られた 16l'.の小児の也刊研究用模型を，水久間刊に

なった段防で控生であったもの(畳生静}と草生でな

かったもの(ヨl能生町Ilの2群に分却し。縦断的仁比較

倹討を行い，以下の結論を得た。

1 乳iIl刊拘lに正官位台でありかつ空間を包めた小児の

うち，• .s.8'?oの者が永久由刊になった段防で車生で

あった。

2 誕生群の方が非茸生詐に比べて。乳曲刊の空院の出

現する部位が少ない聞向が認められた。

3. til冠近泣L担任は，乳I九氷久間とも詑止酵の1jが
非11生CIよりも大きい師向にあった。また.水久切曲

のm在近泣.L悶佳の合計と乳切白のm旺近泣レ幅在の
合計円蓋仏 t下顎ともに龍生群町方が非控生酢より

小児歯科学格低 44(5) 2，釧)6 655 

も大きい問向にあった。

4 上下顎ともに，聾生酢は非車生群よりも。犬由同幅

佳の各年齢における値ならびに4;J且から口歳までの

m加孟が少ない師向にあった。
5 的列弓民桂の平~)1iUおよび変化j，lOi。凶J群聞で差は

みられなかった。

6 出合jJi刊閉に章生を提現Lた曲歩IJI;l:，その桂永久鈎

刊になっても控生であるものが多かった。
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Longitudinal Study of the Process of Crowding 

in Children with Nonnal Occlusion in Ihe Deciduous Dentition 
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Children with normal occlusion and interdental spaces in deciduous denti tion were di\-ided into two 

l!mups. of those with crowding at the st:Jge of pcrm:Jnent denti tion (crowding .group) and those with­

out (nonnal group). Differences in changes in the dental arch that :Jccompanied growth and de\·clop­

ment were compared using study 16 models. 

The results of this study were as follows: 

I. Among children with normal occlusion and intenlental sp:Jces in the deciduous denti tion. ,U .S'.C 

developed crowding at the sta.ge of pennanent denti tion. 

2. The crowding group showed a tendency to h:J\"e fewer sites of cmbrnsurc in the deciduous denti­

tion than the normal group. 

3. The mesiodistal width of dental crowns in both deciduous teeth and pennanent teeth tended to be 

larger in the crowding l!roup than in the normal .group. 

4. The intere:Jnine width in both the ma;t(iI1a and mandihle 3t c:Jch 3ge and its increment from 3ge .J 

to age 12 tcndcd to be smaller in the crowding group th3n in the norm31 group. 

5. No signific3nt difference between l! roups was seen in dent31 arch length in either mean \-alue or 

v3ri3lion. The increment of dent31 arch length was smaller than th3t of the interc3nine width in both 

groups. 

6. Dentition thaI was crowded during mi;t(ed denti tion mos tly rcm3ined crowded in pcrm3nent denti­

tion. 

The above suggests th:Jt regarding the occurrence of crowding, 3\1ention should focus on the mesio­

distal width of dcm31 crowns. the size :md increment of dental areh width. and whether there is 

crowding in mi;t(ed dentit ion. in 3ddition to the amount of intcrdental spaces in deciduous denti tion. 

Key words : In terdental spaces in the deciduous dentition, Crowding, Dentition. Occlusion. LongilU­

din31 study 


